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〈写真・菊地信夫〉

　さまざまな事情により家庭生活が難しい子どもたちが、一時的に
暮らす児童相談所の一時保護所で、思春期の子どもたちと関わりな
がら生活のお手伝いをしている大学四年生の小林由香さん。自分に
できることは何だろう。活動を始めた頃は迷いがあったという。
　「退学を余儀なくされた子が、泣きながらつらい胸の内を語って
くれたことがあります。関係ができて嬉しかった反面、心境は複雑
でした」自分のこれまでの生活が当たり前ではないことや、子ども
たちの置かれている厳しい現実に気付かされた瞬間だった。
　将来はこの経験を生かせる仕事がしたいと語る小林さん。「心の
揺らぎと向き合いながら、楽しいこと、嬉しいことを一緒に笑い合
う。それが今の私にできること」その言葉に、子どもたちと共に生
き、生かされ合いながら成長を続けるひたむきな姿をみた。

子どもと向き合い、実感する自分の成長
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特集特集

かながわ福祉人材センターから見た福祉人材確保の現状
　長引く不況の厳しさもあり、かながわ福祉人材センターでは、「福祉・介護に関する教育を
受けたことがなく、関連する資格を持っていない。また、福祉・介護業務の経験がない状態」の、
いわゆる無資格・未経験の求職者の来所が増え、仕事や資格に関する問い合わせなどさまざま
な相談が寄せられてきています。
　今号では、これまでと比べ変化した求職者の現状などを踏まえ、かながわ福祉人材センター
から見た福祉人材確保について考えます。

無
資
格
・
未
経
験
者
へ
の
対
応

　

雇
用
情
勢
の
悪
化
を
背
景
に
、
か
な

が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
人

材
セ
ン
タ
ー
」）に
は
、無
資
格・
未
経
験

の
方
の
来
所
が
増
え
、
そ
の
対
応
と
し

て
、
平
成
二
十
年
度
に
、
資
格
・
経
験

に
よ
ら
な
い
求
人
の
情
報
提
供
や
福
祉

関
係
者
に
よ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
相
談
な
ど

の
緊
急
就
職
相
談
会
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
は
、「
社
会
福
祉
施
設
等

の
人
材
確
保
に
関
す
る
需
要
調
査
」⑴

で
「
施
設
・
事
業
所
の
無
資
格
・
未
経

験
の
求
人
と
採
用
」に
つ
い
て
調
査
し
、

求
職
者
と
の
相
談
や
情
報
提
供
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
で
は
、
無
資
格
・
未
経
験
者

の
応
募
に
つ
い
て
、
約
七
〇
％
の
福
祉
施

設
等
が
「
応
募
で
き
る
」
と
回
答
し
て
お

り
、特
に
知
的
障
害
児
者
の
施
設
で
は
、九

〇
％
以
上
が
そ
の
よ
う
に
答
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
用
方
法
で
は
、
ほ
ぼ
一
〇

〇
％
が
面
接
試
験
と
回
答
し
て
お
り
、

次
い
で
書
類
選
考
が
約
六
〇
％
、
筆
記

試
験
・
小
論
文
が
約
三
〇
％
、
実
習
が

約
二
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

書
類
選
考
の
基
準
と
し
て
は
、「
履

歴
書
に
熱
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
場
合
、

態
に
つ
い
て
、「
最
初
は
非
常
勤
で
雇

用
」（
約
四
七
％
）
が
「
最
初
か
ら
常

勤
で
雇
用
」（
約
二
〇
％
）
を
上
回
り
、

「
無
資
格
・
未
経
験
者
は
非
常
勤
で
雇

用
」（
約
二
〇
％
）
を
含
め
る
と
、
約

七
〇
％
が
非
常
勤
で
の
採
用
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
そ
の
後
、
常
勤

職
員
へ
の
雇
用
形
態
の
変
更
も
あ
る
」

と
い
う
意
味
も
含
め
て
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
求
職
者
が
主
た
る
生
計

者
の
場
合
、「
そ
の
後
」
ま
で
の
余
裕

が
な
く
、
一
刻
も
早
く
常
勤
で
雇
用
さ

れ
た
い
思
い
が
あ
る
た
め
、
就
職
ま
で

至
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
福
祉
人
材
の

確
保
の
難
し
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

国
で
は
教
育
訓
練
給
付
や
基
金
訓
練

（
緊
急
人
材
育
成
事
業
）⑵
、
横
浜
市
・

川
崎
市
等
で
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級

研
修
の
受
講
料
助
成
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

県
内
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
研
修
の

開
催
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
も

あ
り
、
徐
々
に
二
級
資
格
を
取
得
し
た

未
経
験
者
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

介
護
職
の
求
人
で
は
、
二
級
資
格
の

取
得
後
の
方
が
無
資
格
の
時
と
比
べ
、

避
け
て
い
る
」が
約
四
五
％（
図
表
１
）、

「
年
齢
の
高
い
人
は
優
先
順
位
を
下
げ

て
い
る
」
が
約
四
〇
％
、「
職
歴
か
ら

判
断
し
て
い
る
」
が
約
二
七
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

資
格
で
就
職
す
る
も
の
で
は
な
い
〜

現
場
を
知
る
努
力
の
必
要

　

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
無
資
格
・
未

経
験
者
が
採
用
さ
れ
た
場
合
の
雇
用
形

図表１　求人者が履歴書に熱意が感じられないと感じる点
・丁寧に書かれていない。記載内容に不備がある、もしくは稚拙な文章で書
かれている。

・どうして福祉の仕事を選択したのかが書かれていない。
・長期展望が見られない。
・志望動機に、福祉・介護に対する意欲が読み取れないような漠然とした記述。
・他業界で職がなく、福祉業界だったら人手不足なので雇ってもらえるだろ
うという考え方。

・業務内容を理解していないと感じる記述。
・勤務体制や雇用形態、給与にこだわっている。など

参考：「平成21年度社会福祉施設等の人材確保に関する需要調査」
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困
難
な
有
資
格
者
の
確
保

　

全
国
的
に
大
学
の
定
員
割
れ
が
進

み
、
受
験
生
獲
得
競
争
が
激
化
し
て
い

ま
す
。
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
の

養
成
校
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
数
多
く
の
有
資
格
者
を
現
場

に
輩
出
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
に
な

っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
度
の
介

護
福
祉
士
養
成
施
設
に
お
い
て
、
そ
の

定
員
充
足
率
は
五
五
・
一
％
（
厚
生
労

働
省
「
第
一
回
今
後
の
介
護
人
材
養
成

の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
資
料
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
養
成
校
で
は
、
国

の
教
育
訓
練
給
付
制
度
等
を
受
託
し
、

幅
広
い
年
齢
層
の
学
生
が
多
数
在
籍
す

る
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
あ
る

養
成
校
で
は
、「
学
校
に
届
い
て
い
る
求

人
は
、
依
然
若
い
『
新
卒
者
』
向
け
の

求
人
で
す
が
（
中
高
年
齢
層
が
多
く
な

っ
た
）
今
の
学
校
の
状
態
で
は
マ
ッ
チ
ン

グ
は
難
し
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

多
角
的
に
求
職
者
を
見
る
こ
と
が
大
切

　

一
般
的
に
求
人
票
等
で
は
、
福
祉
・

介
護
に
関
す
る
資
格
や
業
務
経
験
の
有

無
を
中
心
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
。
し

特集特集

か
し
、
こ
れ
か
ら
は
多
角
的
に
、
き
め

細
か
く
求
職
者
を
見
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
転
職

者
と
い
う
場
合
で
も
、
福
祉
業
界
内
で

の
転
職
と
他
業
種
か
ら
の
転
職
と
で

は
、
対
応
（
見
方
）
は
大
き
く
変
わ
っ

て
き
ま
す
。

　

図
表
２
で
取
り
上
げ
た
求
職
者
層

は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
併
せ
て
、

仕
事
に
就
い
て
い
な
い
「
潜
在
介
護
福

祉
士
」
は
約
二
十
二
万
五
千
人
（
平
成

十
九
年
度
全
国
数
値
）
い
る
こ
と
、
他

分
野
で
働
く
介
護
福
祉
士
の
五
一
・
一

％
が
福
祉
・
介
護
分
野
へ
復
帰
し
た
い

意
向
を
示
し
て
い
る
（
平
成
二
十
年
度

厚
生
労
働
省
調
査
）
と
い
っ
た
現
状
も

見
据
え
、
福
祉
人
材
確
保
の
安
定
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
求
職
者
が
、
働
き
や

⑴　
「
社
会
福
祉
施
設
等
の
人
材
確
保
に
関

す
る
需
要
調
査
」（
二
〇
〇
九
年
）

　

調
査
対
象
：
県
内
社
会
福
祉
施
設
、
介
護

老
人
保
健
施
設
一
千
八
百
五
十
三
カ
所
／
回

収
率
四
〇
・
六
％
／
調
査
時
点
：
平
成
二
十

一
年
十
月
一
日
。
調
査
結
果
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.knsyk.jp

）
に
て

公
開
し
て
い
ま
す
。

⑵　
「
教
育
訓
練
給
付
制
度
」

　

働
く
人
の
主
体
的
な
能
力
開
発
の
取
り
組

み
を
支
援
し
、
雇
用
の
安
定
と
再
就
職
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
雇
用
保
険
の

給
付
制
度
。

「
基
金
訓
練
」（
緊
急
人
材
育
成
事
業
）

　

専
修
・
各
種
学
校
、
教
育
訓
練
企
業
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、
事
業
主
な
ど

が
、
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
の
認
定
を
受

け
て
実
施
す
る
職
業
訓
練
。

⑶　
「
福
祉
・
介
護
の
職
場
体
験
事
業
」

　

三
日
間
、
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
で
行
う

体
験
事
業
。
詳
細
は
本
紙
本
年
九
月
号
十
面

に
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

す
く
、
働
き
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
環

境
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
け
る
の

か
、
社
会
全
体
で
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

福
祉
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
本
会
部
会
や
協
議
会
を
は
じ

め
、
福
祉
系
職
能
団
体
、
各
養
成
校
、

県
下
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
労
働
局
、
県
な

ど
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
事
業
を

す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
担
当
）

対
象
と
な
る
求
人
情
報
は
確
実
に
増
え

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
就
職
に
結

び
つ
か
な
い
状
況
が
起
き
て
い
ま
す
。

理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

福
祉
施
設
の
種
別
や
特
徴
、
業
務
内
容

や
勤
務
体
系
な
ど
と
い
っ
た
現
場
の
状

況
が
、
求
職
者
に
十
分
理
解
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
事
業
所
の
業
務
内
容
や
職
場
の

状
況
等
を
求
職
者
に
理
解
し
て
も
ら

い
、
就
職
活
動
に
活
か
し
て
も
ら
う
た

め
に
、「
福
祉
・
介
護
の
職
場
体
験
事
業
」

⑶
や
、
働
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
話
が

聞
け
、気
軽
に
相
談
で
き
る
場
と
し
て
、

「
福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
知
る
懇
談
会
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○福祉・介護系学生（新卒・既卒者）
○潜在有資格（国家資格）・経験者
○無資格・未経験者
○有資格（ヘルパー２級等）・未経
験者

○一般学生（新卒・既卒者）
○中高年者
○転職者（福祉業界内での転職、他
業種からの転職）

○外国籍住民

図表２　さまざまな求職者

「福祉就職相談会」にも男性が目立つようになった
（於９月３日 横浜文化体育館）
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生
活
保
護
受
給
者
の「
社
会
的
な
居
場
所
づ
く
り
」に
関
す
る
報
告
ま
と
ま
る

　

生
活
保
護
受
給
者
（
以
下
、「
受
給

者
」）
の
新
た
な
自
立
支
援
の
姿
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
、
厚
生
労
働

省
の
「
生
活
保
護
受
給
者
の
社
会
的
な

居
場
所
づ
く
り
と
新
し
い
公
共
に
関
す

る
研
究
会
」（
※
）
が
、
本
年
七
月
報

告
書
を
取
り
ま
と
め
公
表
し
ま
し
た
。

　

依
然
増
加
傾
向
に
あ
る
受
給
者
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
「
自
立

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
導
入
さ
れ
、
各

自
治
体
に
お
い
て
、
自
立
に
向
け
た
支

援
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
働
く
意
欲
や
能
力
が
あ
っ

て
も
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
よ
り
本
格

的
な
就
労
に
結
び
つ
き
に
く
い
、
あ
る

い
は
求
職
活
動
の
長
期
化
が
働
く
意
欲

を
乏
し
く
さ
せ
、
結
果
、
社
会
か
ら
孤

立
し
て
し
ま
う
人
が
増
え
て
き
て
い
る

と
い
う
現
状
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
報
告
で
は
、
受

給
者
に
対
し
、
就
労
に
よ
る
経
済
的
自

立
に
向
け
た
支
援
策
を
講
じ
る
だ
け
で

な
く
、
併
せ
て
、「
多
様
な
働
き
方
」
を

視
点
と
し
た
社
会
的
な
居
場
所
を
確
保

し
、
自
立
し
た
生
活
を
考
慮
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、「
貧
困

の
連
鎖
」
を
防
止
し
て
い
く
た
め
、
被

保
護
世
帯
の
子
ど
も
た
ち
が
あ
り
の
ま

ま
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
性

や
他
者
と
の
関
係
を
育
む
こ
と
の
で
き

る
、「
学
習
支
援
・
社
会
性
の
育
成
」

に
向
け
た
、
社
会
的
な
居
場
所
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た「
居
場
所
づ
く
り
」に
は
、

経
済
的
自
立
だ
け
で
な
く
、
健
康
・
生

活
管
理
な
ど
の
日
常
生
活
の
自
立
や
、

社
会
的
な
つ
な
が
り
の
回
復
・
維
持
に

向
け
た
社
会
的
自
立
を
、
相
互
に
支
え

て
い
く
と
い
う
考
え
方
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
立
支
援
の
取
り
組
み

で
は
、
受
給
者
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

有
給
の
労
働
に
就
く
こ
と
だ
け
を
目
標

と
せ
ず
、
就
業
体
験
や
技
能
習
得
、
社

会
的
（
福
祉
的
）
就
労
の
ほ
か
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
じ
た
社
会
参
加

の
機
会
な
ど
、「
多
様
な
働
き
方
」
の

考
え
方
を
広
め
て
い
く
こ
と
で
、
自
尊

感
情
や
他
者
か
ら
感
謝
さ
れ
る
実
感
を

高
め
、
自
身
の
持
つ
力
を
発
揮
で
き
る

効
果
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
報
告
書
で
は
、
受
給
者
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
不
安
や
希
望
な
ど
を
十
分
に
受

け
止
め
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
し
て
い
く
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
支
援
を
多
面
的

に
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、行
政
や
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福
祉
法
人
、
住
民
等
の

協
働
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

と
し
、
協
働
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
資

源
（
人
・
資
金
・
情
報
等
）
の
確
保
と
、

各
団
体
と
の
協
力
関
係
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
別
冊
と
し
て
、
全
国
の
地

方
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
先
駆
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
、
安
定
し
た
住
居
の

提
供
や
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
づ
く

り
、
料
理
や
趣
味
な
ど
生
活
を
豊
か
に

す
る
講
座
等
に
よ
る
自
立
生
活
や
精
神

的
安
定
に
向
け
た
支
援
。
介
護
や
公
園

整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
書
籍
の
販

売
な
ど
を
通
じ
た
、
段
階
的
な
就
労
支

援
や
働
く
チ
ャ
ン
ス
の
提
供
。
子
ど
も

た
ち
の
学
習
支
援
や
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

の
運
営
を
通
じ
た
、
人
と
社
会
と
自
分

に
対
す
る
信
頼
回
復
に
向
け
た
支
援
な

ど
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

※  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://w

w
w
.

m
hlw
.go.jp/stf/shingi/2

r9
8
5
2

0
0
0
0
0
0
g9
dy.htm

l

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

共同募金運動にご協力を！
　10月１日から〝赤い羽根〟共同募金運動がスタ
ートしました。
　ことしで64回目となるこの運動は、12月31日ま
で展開されます。
　共同募金は、県民の善意をつなぎ、民間の地域
福祉を支えるための大切な資金です。
　厳しい経済状況での募金活動ですが、県内の民
間社会福祉施設・団体から、目標額の12億2,700
万円を上回る資金援助の要望が寄せられていま
す。ことしもご協力をお願いします。
 （県共同募金会　☎045ー312ー6339）
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－－利用者本位を地域で支える利用者本位を地域で支える－－

地
域
の
中
で
育
む
障
が
い
者
就
労
、

地
域
の
中
で
育
む
障
が
い
者
就
労
、

  

可
能
性
が
広
が
る
支
援
を

可
能
性
が
広
が
る
支
援
を

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

惑
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
ス
タ
ッ
フ
は
、
吉
濱
さ
ん
が
仕
事
の

ど
こ
に
や
り
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
か

を
よ
く
見
極
め
て
、
例
え
ば
、
分
量
が

覚
え
ら
れ
な
い
場
合
は
、
計
量
カ
ッ
プ

に
分
か
り
や
す
く
線
を
引
く
な
ど
、
ち

ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

「
吉
濱
さ
ん
は
、
不
得
意
だ
と
感
じ
て

い
た
こ
と
に
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
働
く
方
が
、
目
の
前
の
仕
事

に
興
味
を
持
ち
、
自
分
の
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
気
付
き
の
仕
掛
け
を
丁
寧
に

作
っ
て
い
っ
た
り
、
続
け
な
が
ら
自
分

自
身
で
、
仕
事
の
向
き
不
向
き
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
経
験
を
重
ね
て
い
け

る
よ
う
、
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
田
口
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
将
来
は
居
酒
屋
の
店
長
に
な
り
た

い
」
と
夢
を
語
る
吉
濱
さ
ん
。
い
つ
で

も
仕
事
ぶ
り
を
み
て
、
支
え
て
く
れ
る

人
の
存
在
が
あ
る
こ
と
が
、
働
く
こ
と

へ
の
自
信
と
面
白
さ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

地
域
の
中
で
支
え
ら
れ
る

　
「
街
の
中
の
お
店
な
ん
で
す
」
と
話

す
田
口
さ
ん
の
言
葉
通
り
、
Ｊ
Ｒ
大
船

駅
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
杜
蔵
に
訪
れ
る

お
客
さ
ん
は
、
家
族
連
れ
か
ら
会
社
帰

り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
地
域
の
中
で
〝
普
通
〞
に
店
を
経

営
す
る
こ
と
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が

経
済
的
な
自
立
を
果
た
す
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
暮
ら
す
一
人
と
し
て
多
く

の
方
々
と
交
流
を
深
め
て
い
く
き
っ
か

け
に
な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
も
つ
可
能
性
を
引
き

出
し
な
が
ら
、
経
験
を
積
む
機
会
の
場

が
増
え
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
生
活
の

幅
や
人
生
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
身
近
な
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
と
地
域
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い

け
る
よ
う
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

カウンター越しにお客さんの
笑顔をみると、調理をする手
にも力が入ります

　

今
号
で
は
、
知
的
障
が
い
者
通
所
施

設
Ｓセ

ル

プ

Ｅ
Ｌ
Ｐ
・
杜
が
運
営
す
る
居
酒
屋

「
杜も
り

蔵ぞ
う

」
の
支
援
員
、
田
口
ゆ
う
子
さ

ん
の
お
話
か
ら
、
知
的
に
障
が
い
の
あ

る
方
の
「
働
く
こ
と
」
へ
の
支
援
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

働
く
こ
と
を
自
信
に
つ
な
げ
る

　

杜
蔵
は
障
が
い
が
あ
っ
て
も
夜
間
働

く
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
平
成

二
十
年
五
月
に
開
店
し
ま
し
た
。
三
名

の
ス
タ
ッ
フ
で
、
平
日
十
七
時
か
ら
二

十
二
時
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

厨
房
で
料
理
の
腕
を
振
る
う
吉
濱
昌

彦
さ
ん
は
、
中
華
料
理
屋
や
う
ど
ん
屋

で
の
就
労
経
験
と
、
障
が
い
者
就
労
で

は
数
少
な
い
夜
間
営
業
の
仕
事
に
挑
戦

し
た
い
と
い
う
や
る
気
が
認
め
ら
れ
、

調
理
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
調
理
以
外
に
も
食
材
の
買

い
付
け
や
仕
込
み
、
時
に
は
ホ
ー
ル
の

業
務
も
こ
な
す
吉
濱
さ
ん
で
す
が
、
開

店
当
初
は
う
ま
く
い
か
な
い
作
業
に
戸

※取材先の意向により「障害」を「障がい」と表記しています。



6
第707号　福祉タイムズ　2010.10.15

イベント時、土日はシャトルバスをイベント時、土日はシャトルバスを

　JR松田駅北口から徒歩20分、小田急新松田
駅から徒歩25分。松田山の中腹に位置し、子ど
も連れで散策路をハイキング気分で歩いていけ
ますが、ベビーカーが必要な小さな子どもがい
る場合は坂道が急なので、歩いていくのは難し
そうです。
　10月16日（土）から31日（日）の「秋の松田山
ハーブフェスティバル」開催の土・日は、JR松
田駅北口からシャトルバス（片道大人150円）
が運行されるので、こちらを利用しましょう。

絶景とハーブに癒される時間絶景とハーブに癒される時間

　松田山ハーブガーデンは山の斜面に広がり、
天候が良ければ足柄平野から相模湾に浮かぶ伊
豆大島まで一望できます。ハーブフェスティバ
ルでは、紫色のメキシカンセージや紅色のチェ
リーセージなどが一面に咲き揃い、とても鮮や
かです。
　併設のハーブ館は１
階がハーブグッズ売
店、２階がハーブを
使ってリースや香水、
ソーセージなどを手作
りできるクラフト工
房、３階が摘みたての
ハーブを使ったパスタ
や肉魚料理を味わえる
レストランです。ハー
ブの優しい香りに包まれながら、ゆっくりと過
ごすことができ、心身共に癒されます。

ＪＲ御殿場線松田駅・小田急線新松田駅から

西平畑公園へ散歩に行こう！
（足柄上郡松田町）

　季節が急ぎ足で移り変わり、秋もすっかり深まりました。
真っ青な空がどこまでも高く広がって、散歩するには気持
ちがいいシーズンです。今回ご紹介するのは「西平畑公園」。
公園内にある「松田山ハーブガーデン」は年間を通して季
節ごとにハーブを植栽。富士山や箱根連山、相模湾を見渡
せる絶景ポイントでもあります。

秋空の下でたっぷり遊ぼう！秋空の下でたっぷり遊ぼう！

　公園内には、ほかにも子どもと大人が一緒に
楽しめる施設があります。「子どもの館」では
けん玉、こま、羽子板などの伝承遊びができま
す。おむつ替えコーナーが用意され、赤ちゃん
連れに便利です。「自然館」では植物の葉や実
などを使って遊べ、自然の面白さに気付きます。
季節ごとに野鳥や昆虫の観察会が行われるので
参加するのもよいでしょう。
　そして、一番人気は実物⅙  の大きさの機関車
やロマンスカーに乗
れる「ふるさと鉄
道」。約20分の乗車
中、踏切や鉄橋、ス
イッチバックなどが
あり、自然の中を爽
やかに走り抜けます。

◆ご意見・ご感想はkikaku@knsyk.jpまでお寄せください。

■西平畑公園
　足柄上郡松田町松田惣領2951　　
●松田山ハーブガーデン10～17時（冬季は～16時）
　月曜・祝日の翌日・年末年始休
　電話　0465－85－1177
　http://www.mherb-garden.com/
●自然館　９～16時（入館は～15時30分）
　月・火曜・祝日の翌日休、臨時休あり
●ふるさと鉄道　土・日曜・祝日運行　雨天中止
　大人300円、小人200円
※駐車場　土・日・祝日・イベント開催時500円／
回

※イベントの詳細はhttp://town.matsuda.kana
gawa.jp/をご覧ください。

インフォメーションインフォメーション

今月は ⇨ NPO法人
　　　　　ままとんきっず　がお伝えします!

　1993年、子育て中のおかあさんが集まり、子育てタウン情報
誌「ままとんきっず」を発行。子育てに関するメール相談、親
子が集うサロン運営、各種講座の開催など、子育て支援活動を
展開。2008年には「第2回かながわ子ども・子育て支援大賞」
を受賞。情報誌・単行本の発行物は30冊を数え、一部は海外で
も翻訳出版。「ままとんサロン」では第1・3金曜に「ままとん
カフェ」をオープン。手作りのランチが大好評。
〈連絡先〉川崎市多摩区菅稲田堤3－5－43
　　　　 TEL/FAX:044－945－8662

四季折々に花が咲くハーブガーデ
ン。バッタやトンボ、チョウチョ
など昆虫もいっぱい

自然館でどんぐりに絵を描いて、
トトロを作ろう！　不思議なおも
ちゃ“浮沈子”も作れます
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◆利用時間:月～金（第3金曜日、祝日、
　年末年始等を除く）の9時～17時
◆問合先:☎045－311－8865

　その昔「ルポ・精神病棟」の本を書いた著者
が、イタリアと日本の精神保健について書いた
ものです。精神病院を捨てたイタリアの経過や、
そこにかかわった人たちのエピソード。そして
捨てない日本の現状。
　さらに、この本の底流にある「すべての人が、
一人の人間として当たり前に
生きること、普通に生活する事
を大切に思う事が、新しい時代
を作っていく一つの力になり
うるのだ」というメッセージ。
仕事に行き詰ったり、何かが見
えなくなってきた時、精神保健
をちょっと知りたいと思った
時にお勧めしたい一冊です。

「精神病院を捨てたイタリア
捨てない日本」

N神奈川県精神障害者
地域生活支援団体連合会
常任理事 中谷 正代

大熊一夫　著

★
外
国
に
つ
な
が
り
を
も
つ
子
ど
も

の
教
育
に
関
す
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
報
告
書
（
多
文
化
共
生
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
か
な
が
わ
国
際

交
流
財
団
）

★
福
祉
サ
ー
ビ
ス
契
約
と
権
利
擁
護

〜
障
害
者
福
祉
を
中
心
に
し
て

（
平
田
厚
著
、
東
京
都
社
協
）

★
保
育
園
を
利
用
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
が
気
が
か
り
な
保
護
者
に
関

す
る
調
査
研
究
報
告
書
（
青
木
紀

久
代　

監
修
、
東
京
都
社
協
）

★
小
規
模
な
社
会
福
祉
法
人
に
お
け

る
今
後
の
方
向
性
〜
社
会
福
祉
法

人
協
議
会　

調
査
研
究
委
員
会　

報
告
書
（
東
京
都
社
協
）

★
地
域
福
祉
の
事
務
局
と
し
て
の
社

協
基
盤
強
化
（
滋
賀
県
社
協
）

★
山
口
県
の
地
域
の
力
と
地
域
の
福

祉
力
向
上
に
向
け
た
提
案
（
山
口

県
社
協
）

★
官
公
需
等
の
受
注
拡
大
に
向
け
た

就
労
系
事
業
所
等
の
作
業
別
共
同

受
注
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
調
査

研
究
報
告
書
（
山
口
県
社
協
）

★
異
業
種
間
で
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を

包
括
的
に
支
援
す
る
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
意
義
と
各

業
種
の
役
割
〜
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
（
日
本
司
法
書
士
会
連

合
会
）

★
雨
の
ち
曇
り
、
そ
し
て
晴
れ
〜
障

害
を
生
き
る
13
の
物
語
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

厚
生
文
化
事
業
団
編
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出

版
）

2009年10月刊
定価2,520円（税込）
岩波書店　

新着資料

※蔵書検索もご利用ください！http://www.knsyk.jp/tosyo/
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地
域
に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
や
、
子
育
て
世
帯
に
お
け
る
核
家
族
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
の
育
ち
を

取
り
巻
く
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
子
ど
も
手
当
の
支
給
、
保
育
園
の
待
機
児
童
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
子
育
て
中
の
親
の
孤
立

や
児
童
虐
待
な
ど
、
深
刻
な
問
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
今
号
で
は
、
児
童
虐
待
の
予
防
に
取
り
組
む
「
茅
ヶ
崎
市
家
庭
児
童
相
談
室
」
の
伊
藤
徳
馬
さ
ん
か
ら
、

子
育
て
に
悩
む
家
庭
を
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
か
を
伺
い
、
地
域
社
会
で
何
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
か
を
考

え
ま
す
。

社
会
的
ケ
ア
の
広
が
り
〜
個
人
と
家
族
を
支
え
る
「
第
七
回
」

社
会
的
ケ
ア
の
広
が
り
〜
個
人
と
家
族
を
支
え
る
「
第
七
回
」

子
ど
も
・
親
・
子
育
て
を
支
え
る
〜
「
上
手
に
で
き
る
の
が
当
た
り
前
」
が
親
の
孤
立
に

子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
の
情
報
提
供
と
は

別
に
、
親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
う
ま
く
い
く
よ
う
な
支
援
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
相
談
室

で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
児
童
虐
待
防
止
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
発
さ
れ
た
、
暴
力

や
暴
言
を
使
わ
ず
に
子
ど
も
を
育
て
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上

を
図
る「
Ｃ
Ｓ
Ｐ（
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ペ

ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
）」
講
座
を
、
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
全
七
回
（
各
回
二
時

間
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、

親
自
身
が
、
子
ど
も
へ
の
褒
め
方
や
注

意
の
伝
え
方
な
ど
を
事
例
に
出
し
な

が
ら
、
ト
レ
ー
ナ
ー
（
養
成
講
座
を
受

け
た
相
談
員
）
と
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
す

る
中
で
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
を
学
ん
で
い
く
も

の
で
す
。

　

子
ど
も
が
泣
き
叫
ん
だ
り
す
ね
た
り

し
た
時
に
、
ど
う
対
処
し
た
ら
良
い
の

か
は
、ど
の
家
庭
で
も
悩
む
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
大
家
族
や
近
所
付
き
合

い
の
中
で
、
親
に
な
る
以
前
か
ら
子
ど

も
に
関
わ
る
機
会
を
持
て
た
た
め
、
無

意
識
の
う
ち
に
、
子
ど
も
を
ど
う
叱
る

孤
立
し
や
す
い
環
境

　

本
県
に
は
約
三
百
五
十
五
万
世
帯
が

あ
り
、
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
は
約
八
十
六
万
世
帯
で
、
全
世
帯

の
約
二
五
％
と
な
り
ま
す
。そ
の
う
ち
、

八
七
・
六
％
が
核
家
族
で
、
特
に
就
学

前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
核
家
族
率

は
九
〇
・
六
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す

（
平
成
十
七
年
国
勢
調
査
）。
ま
た
、
県

の「
平
成
二
十
年
市
町
村
ニ
ー
ズ
調
査
」

に
お
い
て
、「
祖
父
母
や
親
族
、
友
人

等
に
よ
る
子
育
て
に
対
す
る
支
え
が
、

い
ず
れ
も
な
い
」
と
い
う
回
答
を
し
た

子
育
て
家
庭
が
一
四
％
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
は
、
核
家

族
と
い
う
小
さ
な
世
帯
の
中
で
、
祖
父

母
や
友
人
な
ど
安
心
し
て
相
談
で
き
る

ど
も
の
発
達
が
気
に
な
る
」「
相
談
す

る
相
手
が
い
な
い
」「
子
育
て
仲
間
が

で
き
な
い
」「
子
育
て
が
で
き
な
い
自

分
を
責
め
て
し
ま
う
」
な
ど
の
、
子
育

て
の
悩
み
を
理
解
し
、
不
安
に
寄
り
添

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
そ

こ
で
、
相
談
室
で
は
、
同
じ
子
育
て
中

の
親
と
出
会
い
、
話
を
聞
い
て
も
ら
え

る
相
手
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
と
、
子
育

て
サ
ロ
ン
な
ど
の
親
が
集
ま
れ
る
場
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

育
て
方
を
学
べ
る
機
会
を
つ
く
る

　

一
方
、
虐
待
と
し
て
の
相
談
に
至
ら

な
い
ま
で
も
、
子
ど
も
を
怒
鳴
る
、
叩

い
て
し
ま
う
な
ど
の
事
例
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。そ
う
し
た
親
に
対
し
て
は
、

相
手
が
な
く
、
孤
立
し
や
す
い
状
況
に

あ
る
親
が
決
し
て
少
な
く
な
い
こ
と
が

浮
か
び
あ
が
っ
て
き
ま
す
。

相
談
で
き
る
場
を

　

平
成
二
十
一
年
度
の
県
内
の
児
童
虐

待
の
相
談
受
付
件
数
は
、
四
千
七
百
九

十
三
件
で
依
然
と
し
て
多
く
、
公
的
機

関
が
子
育
て
家
庭
へ
支
援
し
、
虐
待
の

予
防
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
に
つ
い

て
、
社
会
的
な
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
市
町
村
行
政
で
は
、
平
成
十
七
年

の
児
童
福
祉
法
・
児
童
虐
待
防
止
法
改

正
に
よ
り
、
虐
待
相
談
の
窓
口
を
置
く

こ
と
と
な
り
、
茅
ヶ
崎
市
で
は
「
家
庭

児
童
相
談
室
（
以
下
、「
相
談
室
」）」

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
多
く
は
、「
子
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　本年４月から、県立保健福祉大学で社会

福祉学科の３年生に「国際福祉論」を教え

ています。授業の中で学生の多くが、イン

ドシナ難民も、その背景にあるベトナム戦

争の歴史もほとんど知らないという現実に

でくわし、少々驚きました。しかし、映像

を交えてじっくりと説明すると、学生は自

らの歴史認識の不足を真摯に受け止めてく

れます。今では、彼・彼女らが外国籍県民

のルーツや背景を学び、将来、福祉現場で

の対応に生かしてもらえればと思っていま

す。

　本県では、外国籍県民の増加と定住化が

進み、病院や学校のほか、児童相談所や福

祉事務所等における外国籍県民への対応

が、喫緊の課題となっています。さまざま

な文化的背景を持つ人々の生活を支援する

「多文化ソーシャルワーカー」の役割が大

変重要であり、神奈川県では、平成20年度

から人材養成講座を始めています。

　これからの福祉現場を担う学生に、多文

化共生に関する課題を伝える機会を持てた

事は、共生の地域社会づくりにとって大き

な一歩です。授業では、暴力の被害を受け

たフィリピン人の支援を行う団体の方をゲ

ストスピーカーに招いたり、異文化体験

ゲームやケース・スタディも行いました。

　もともと本県は、民間の外国人支援団体

の活動が活発な地域です。そうした活動と、

福祉分野の専門職や地域福祉に携わる方々

が連携し、多文化社会のソーシャルワーク

が発展していく事を願っています。

多文化社会における
福祉専門職の育成

213

神奈川県立保健福祉
大学
非常勤講師
　小山　紳一郎

援
や
介
入
が
必
要
な
場
合
の
た
め
に
、

市
町
村
に
「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
」
が
設
置
さ
れ
（
平
成
十
七
年
改

正
児
童
虐
待
防
止
法
、
本
県
全
市
町
村

に
設
置
）、
相
談
室
は
、
そ
の
事
務
局

を
担
っ
て
い
ま
す
。
同
協
議
会
は
、
市

関
係
部
署
、
児
童
相
談
所
、
民
生
委
員

児
童
委
員
、警
察
、学
校
等
が
参
加
し
、

支
援
の
必
要
な
家
庭
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
仕
組
み
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
児
童
虐
待
に
つ
い
て
、
社
会
的
な

関
心
も
高
く
、
近
隣
か
ら
の
相
談
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
大
事
な
こ

と
で
す
が
、
近
隣
に
住
ん
で
い
る
方
々

は
、
ど
の
家
庭
で
も
子
育
て
を
努
力
し

て
お
り
、
そ
れ
で
も
難
し
さ
や
葛
藤
が

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。
あ
の

家
庭
は
上
手
に
子
育
て
で
き
な
い
と
い

う
視
点
で
見
て
し
ま
う
と
、そ
の
親
は
、

ま
す
ま
す
辛
く
な
る
ば
か
り
で
す
」
と

伊
藤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

は
、緊
急
時
の
迅
速
な
対
応
と
併
せ
て
、

虐
待
が
起
き
な
い
よ
う
予
防
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の

子
育
て
家
庭
に
も
何
か
し
ら
の
サ
ポ
ー

ト
は
必
要
と
い
う
考
え
に
立
ち
、
公
的

機
関
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
理
解

と
、
日
々
の
何
気
な
い
サ
ポ
ー
ト
が
改

め
て
大
切
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

し
て
し
ま
う
、
ま
た
、
食
事
の
際
の
姿

勢
を
良
く
し
よ
う
と
、
子
ど
も
の
背
中

を
い
す
に
縛
り
つ
け
る
な
ど
、
こ
れ
ら

を
意
図
せ
ず
行
っ
て
し
ま
う
親
も
い
ま

す
」
と
言
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
公
的
機
関
に
相
談
し
な
い

た
め
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て

難
し
い
状
況
で
す
。
明
ら
か
な
児
童
虐

待
で
は
な
い
場
合
、
ど
こ
ま
で
介
入
で

き
る
か
は
難
し
い
課
題
で
す
。
こ
う
し

た
相
談
機
関
に
つ
な
が
り
に
く
い
家
庭

に
対
し
て
、
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
て

い
く
し
か
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
の
理
解
を

　

児
童
虐
待
な
ど
に
よ
り
、
緊
急
な
支

の
か
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
で
は
核
家
族
化
の
進

展
も
あ
り
、
そ
う
し
た
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
お
り
、
育
て
方
を
伝
え
る
こ
と

が
必
要
で
、
相
談
室
の
講
座
も
そ
う
し

た
意
味
で
大
切
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
わ
る
こ
と
の
難
し
さ

　

Ｃ
Ｓ
Ｐ
講
座
な
ど
に
参
加
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ん
で
い
く
親
が

い
る
反
面
、
子
育
て
に
課
題
が
あ
っ
て

も
公
的
な
支
援
機
関
と
関
わ
り
の
な
い

親
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、「
子
ど
も
の
通
園
の

た
め
の
お
弁
当
作
り
や
着
替
え
の
準
備

が
で
き
な
い
、
乳
幼
児
の
食
事
を
飴
に
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県社協

ひろば
の

平成22年度事業評価（平成21年度実施事業）外部評価の公表
　本会では、効率的かつ効果的な事業展開に向け、活動推進計画64事業について事業評価（自己評
価）を行い、そのうち特に重点的に取り組む10事業について、事業外部評価委員会（委員長：臼井
正樹県立保健福祉大学教授）による外部評価を実施しました。今後、この結果を踏まえ、会員をは
じめ県民の皆さまの期待に応えられる事業実施に向け、事業の見直しや改善を図ってまいります。

 
主な事業概要 区分 外部評価結果

１　ともしび基金による県民福祉活動への助成及び各種活動資金助成情報の提供

市町村ともしび運動推進組織への助成による市町村ともしび運
動の推進（助成：31組織、連絡会議２回）。地域福祉（ともしび）
推進助成金の交付（64団体）、助成事業等専門委員会（4回）、
各種民間助成金情報の提供等

B

　本事業には、民間の福祉活動への助成と市町村ともしび運動推進組織
への助成の二つの要素がある。前者については、基本的に拡大・充実が
求められるが、後者については、特にイベント系の事業への支援など、
見直しすべき部分が残っている。また、かながわボランタリー活動推進
基金21、共同募金などとの継続的な情報交換が望まれる。

２　障害者の就労や社会参加・交流等の場である「ともしびショップ」への支援

新規出店、設備更新等への助成(３カ所)、設備更新費を助成(1
カ所)。多機能型ともしびショップモデル事業「ともしびショッ
プ交流サロン」の設置促進・助成（継続2カ所、新規3カ所）。
アドバイザー派遣（３回）。代表者・店長連絡会議（２回） 等

Ｂ

　本事業には、障害者の就労支援の要素と障害者を取り巻く地域交流支
援の要素がある。
　就労支援から見ると経営を優先して考える必要があり、交流を優先し
て考えるとほかにも方法はあるといえる。就労支援も地域交流支援もで
はなく、どのような順位付けでこの事業を考え判断するべきなのかを、
実態を踏まえつつ議論していただきたい。

３　「地域福祉コーディネーター」の地域定着に向けた取り組み

行政・社会福祉協議会協働推進体制構築支援事業：連絡会と推
進フォーラムの運営企画（各１回）。域福祉推進ネットワーク
構築支援事業（県内４地域）。地域福祉コーディネータースー
パーバイズ事業（専用電話の設置、スーパーバイザーの派遣） 等

Ｃ

　地域福祉推進の必要性については、議論の余地がない。ただし、この
事業が地域から見て有効かどうかということとは別のことである。地域
福祉コーディネーターの養成が始まって10年近くが経過しており、そろ
そろ検証が必要な時期に差し掛かっている。その中で、地域福祉推進に
関し広域的な立場から何をどのように支援するのか、県と県社協とで議
論していただきたい。

４　組織・運営基盤の強化に向けた支援
市町村社協組織運営基盤強化指針モデル事業の推進・普及（2
地域）。市町村社協部会における各協議機関（会長・事務局長・
職員）による、研究協議の推進（通年）。役職員に対する階層別・
課題別研修の実施（各１回程度） 等

Ａ

　市町村社協への支援は、県社協として大切なことである。しかし、実
際に行われていることがニーズと合っているかどうかは疑問が残る。マ
ネジメント系の各種研修だけでなく、市町村社協のニーズに合った支援
を行っていってほしい。

５　地域相談機関等支援事業の実施
相談業務（受付・助言等）、専門相談（成年後見制度相談）。地
域相談機関等への支援事業（弁護士派遣相談、アドバイザリー
スタッフ派遣事業［社会福祉士、精神保健福祉士］）。相談処理
委員会による困難事案等の検討等

Ａ
　権利擁護相談事業と併せて、地域のニーズに的確に対応していくこと
が大切な事業である。県社協にふさわしい事業であり、権利侵害の未然
防止を含め、着実な事業実施が期待される。

６　日常生活自立支援事業の実施
市町村社協への一部委託 (31地域)。適正な運営に向けた支援
（巡回調査12地域実施・課題検討会の実施・実施社協連絡会・
契約締結審査会（4回）・弁護士相談（毎月）・市町村契約締結
審査会への参加・法人後見実施社協連絡会(3回)）。専門員・生
活支援員向け研修会。普及啓発DVD作成等

Ｂ
　ニーズにきちんと対応できるよう、市町村社協と協力しながら取り組
んでいってほしい。一人暮らしの高齢者が急増しており、この事業のニー
ズは、地域に極めて多い。

７　福祉施設の経営に関する相談・助言等

経営指導事業専門相談、個別相談の実施。社会福祉法人会計専
門指導として簿記研修会の実施（入門編、初級研修、中級研修、
上級研修）。会計専門指導(自主監査）事業の実施（3法人） 等

Ａ

　県社協が協議会であることからも、当然取り組むべき事業である。現
在の事業内容が良いから拡充ということではなく、きちんとニーズを受
け止めて事業化していくことが必要。また、経営的なことだけでなく、
社会福祉事業として必要な部分についても取り組んでほしい。

８　「福祉の仕事」のイメージアップの推進

介護の日記念イベントの実施。中高校生等に向けた啓発リーフ
レットの作成・配布。福祉の仕事を知る懇談会の実施（8回） 等 Ｃ

　福祉の仕事を理解してもらうための現実的な対応を進めてほしい。単
に人材確保ということなら別の方法もある。事業を精査して、その上で
継続的な取り組みが望まれる。なお、「イメージアップ」という名称に
関しては再考の必要がある。

９　福祉人材現任者研修の充実
階層別研修(福祉概論研修、サービス力向上研修、テーマ別研修、
分野別研修、職場内研修担当者研修)。組織内キーパーソン研修
（職場内研修担当者研修、サービス提供責任者現任研修、福祉施
設等リーダー研修）。課題別研修（法人・施設マネジメント研修）

Ａ 　県社協にふさわしい事業であり、現場のニーズに合わせるとともに、
使いやすい研修にする努力を期待する。

10　事業評価システムの推進

事業内容64事業について事業評価（自己評価）を実施。事業評
価導入研修会開催。外部評価（平成20年度事業11事業） Ｂ

　社会福祉の事業、特に県社協の事業は、その多くが基本的な考え方の
もとで、継承することに意義がある。事業評価を通して各事業の基本的
な考え方を再確認し、将来に継承されるような取り組みを期待する。な
お、評価対象事業に委託事業が多く、評価を付ける際に難しさがあった。

○重点事業（10事業）外部評価結果
［結果区分］（A）拡大・充実、（B）継続、（C）縮小・統合、（D）廃止

（企画調整・情報提供担当）
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◇
理
事
会
＝
９
月
14
日（
火
）①
評
議
員
の

選
任
②
県
社
協
会
長
顕
彰
者
の
選
考
③
神

奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
推
進
計
画

（
骨
子
）

　

本
会
で
は
、
現
在
、
平
成
二
十
三
年
度

か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の
五
カ
年
を

期
間
と
す
る
「
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議

会
・
活
動
推
進
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
策
定
の
参
考
と
す
る
た
め
、

計
画
の
骨
子（
案
）に
つ
い
て
皆
さ
ま
か
ら

ご
意
見
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
三
十
二
件

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。　

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る

本
会
の
考
え
方
、
ご
意
見
を
受
け
検
討
を

行
っ
た
結
果
確
定
い
た
し
ま
し
た
、「
神

奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
次
期
活
動
推
進

計
画
骨
子
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.knsyk.jp/

keikaku/index2.htm
l

）
で
公
表
し
て

い
ま
す
。
関
係
書
類
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

ご
希
望
の
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先
＝
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当

☎
045

－
311

－

１
４
２
３

℻  
045

－
312

－

６
３
０
２

◇
日
時
＝
11
月
13
日（
土
）10
時
30
分
〜
16

時◇
会
場
＝
小
田
原
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

け
や
き
（
小
田
原
駅
西
口
徒
歩
15
分
）

◇
内
容
＝
加
納
塩
梅
氏（
講
談
看
護
師
）に

よ
る
介
護
講
談
、
介
護
の
仕
事
を
知
る
懇

談
会
、
就
職
相
談
等
（
参
加
費
無
料
）

◇
問
合
先
＝
本
会
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
045

－

312

－

４
８
１
６

　

鎌
倉
で
障
害
の
あ
る
方
の
手
作
り
製
品

の
販
売
と
、
製
品
作
り
の
体
験
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ「
結
の
技
市
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時
＝
①
10
月
〜
11
月
の
毎
週
土
日
、

祝
日
（
全
21
日
）
11
時
〜
16
時
②
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
10
月
２
・
３
・
23
、
24
・
30

日
、
11
月
３
・
13
・
20
・
21
・
23
日
全
10

回
）
13
時
〜
15
時

◇
会
場
＝
「
結
の
蔵
」
前
広
場
（
鎌
倉
市

扇
が
谷
一
丁
目
・
今
小
路
通
）

◇
内
容
＝
①
障
害
者
福
祉
施
設
、
作
業
所

製
品
の
実
演
販
売
②
ビ
ー
ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ

作
り
、
織
物
、
フ
ェ
ル
ト
な
ど
を
使
っ
た

製
品
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◇
参
加
費
＝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
各
回
500
円

（
各
回
10
名
定
員
）

◇
問
合
先
＝
結
の
技
市
実
行
委
員
会
（
手

づ
く
り
品
の
店
・
朋
）

☎
・
℻  　

０
４
６
７

－

22

－

０
８
０
２

◇
日
時
＝
11
月
23
日（
火
）11
時
〜
16
時

◇
会
場
＝
早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場

◇
内
容
＝
全
国
の
特
別
支
援
学
校
か
ら
の

作
品
の
展
覧
会
及
び
障
害
者
福
祉
を
テ
ー

マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
参
加
費
無
料
）

◇
問
合
先
＝
N
Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
Ａ

－

Ｊ
あ
ー
と

甲
子
園
実
行
委
員
会

E

－m
ail: art.koushien2@

gm
ail.com

【
一
般
寄
附
金
】
脇
隆
志
【
こ
ど
も
福
祉
基

金
】
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
神
奈
川
支
店
（
N
モ
バ

イ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
）【
と

も
し
び
基
金
】
㈱
湘
南
国
際
村
協
会
、
内
田

靖
夫
、
明
治
大
学
校
友
会
横
浜
支
部
、
ス
リ
ー
エ

フ
鶴
見
菅
沢
町
店
、
富
士
シ
テ
ィ
オ
㈱

 

（
計　

六
五
三
、
〇
四
二
円
）

【
寄
附
物
品
】
神
奈
川
県
石
油
商
業
組
合
、
神

奈
川
県
定
年
問
題
研
究
会
、
横
浜
市
港
南
台
地
域

ケ
ア
プ
ラ
ザ 

（
敬
省
略
）

役
員
会
の
動
き

「
結
の
技
市
〜
蔵
の
中
で
手
仕
事
体
験
」

本
会
次
期
活
動
推
進
計
画
骨
子
（
案
）

意
見
募
集
結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
11
日
「
介
護
の
日
」

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

小
さ
な
ピ
カ
ソ
た
ち
の
夢
〜

第
２
回
あ
ー
と
甲
子
園
開
催
案
内

地域密着型
サービス外部評価
受審事業所一覧
事業所名 所在地
らいふ
松林 茅ヶ崎市

本会地域密着型サービス
外部評価事業として、本
年4月に訪問調査を実施し
た1事業所の評価結果を公
表しました。本会ホーム
ページ（アドレス1面参
照）、WAM-NET（http://
www.wam.go.jp）等で公
表しています。　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
神
奈
川
支
店
の

田
口
支
店
長
（
左
）
に
感
謝
状

を
手
渡
す
本
会
林
会
長

  地域福祉（ともしび）推進助成金申請受付中！地域福祉（ともしび）推進助成金申請受付中！
　15万円以下 12月末までの毎月（随時申請受付）

　16万円以上（限度額あり）10月末迄
本会ともしび運動推進担当　☎045－312－1121
（内線3201）まで、お気軽にご相談ください！



き
る
場
所
は
必
要
な
い
の
か
と
、
ず
っ

と
疑
問
で
し
た
」
と
山
口
さ
ん
は
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
事
者
の
娘
さ
ん
が
い
る

家
族
に
投
げ
か
け
た
と
こ
ろ
「
娘
も
外

へ
出
た
が
っ
て
い
る
が
、
同
年
代
の
女

性
が
多
く
参
加
し
、
安
心
し
て
活
動
で

き
る
場
所
は
見
つ
か
ら
ず
、
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ど
う

し
た
ら
社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

る
か
家
族
で
悩
ん
で
い
る
」
と
聞
き
、

平
成
十
四
年
に
す
み
れ
の
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　

活
動
の
一
つ
、
喫
茶
店
「
花
花
カ
フ

ェ
」
は
、
Ｊ
Ｒ
関
内
駅
か
ら
歩
い
て
五

分
ほ
ど
の
と

こ
ろ
に
あ

り
、
横
浜
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
の
好

意
で
建
物
の

一
角
を
借

り
、
平
日
十
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精
神
障
害
へ
の
理
解
の
広
が
り
と
共

に
、
そ
う
し
た
方
々
の
就
労
訓
練
の
場

や
社
会
生
活
機
能
の
回
復
を
図
る
場
、

気
軽
に
訪
れ
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し

た
り
、
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
女
性
の
た
め
の
社
会
参
加
の

場
を
つ
く
っ
て
い
る
「
す
み
れ
く
ら
ぶ

（
以
下
、「
す
み
れ
」）」
を
運
営
す
る
、

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
か
も
め
サ
ポ
ー
ト
の
山
口
徳
江
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

女
性
が
安
心
で
き
る
の
た
め

の
活
動
場
所
に

　

か
も
め
サ
ポ
ー
ト
は
横
浜
市
中
区
主

催
の
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
受

講
一
期
生
が
平
成
八
年
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。「
講
座
の
実
習
で
訪
問
し
た
施

設
で
は
、
当
事
者
の
女
性
が
二
名
ほ
ど

し
か
い
な
か
っ
た
。
自
分
が
女
性
だ
か

ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
女
性
が
活
動
で

一
時
か
ら
十
六
時
に
、
手
作
り
ケ
ー
キ

や
紅
茶
な
ど
を
当
事
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
一
緒
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
接
客

に
あ
た
っ
て
は
、
身
だ
し
な
み
や
マ
ナ

ー
の
研
修
を
受
け
ま
す
。「
花
花
カ
フ

ェ
で
活
動
す
る
前
は
人
を
怖
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
お
客
さ

ん
の
優
し
さ
に
触
れ
る
度
に
、
そ
の
先

入
観
が
な
く
な
っ
た
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
女
性
が
多
く
、
肩
肘
張
ら
ず
に
過

ご
せ
、何
で
も
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
、
会
員
の
方
は
自
身
の
変
化
を
、
は

に
か
み
な
が
ら
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

〝
と
も
に
〞
成
長
し
た
い

「
い
つ
か
店
長
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は

な
く
当
事
者
の
方
に
担
っ
て
も
ら
え
た

ら
。『
当
事
者
の
た
め
に
』
で
は
な
く
、

『
当
事
者
と
と
も
に
』
す
み
れ
も
一
歩
、

一
歩
成
長
し
て
い
き
た
い
」
と
山
口
さ

ん
は
語
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
生
花
装
飾
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
女
の
子
心
」
を
大
切
に
し
た
活

動
へ
の
こ
だ
わ
り
が
、
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
を
表
現
で
き
、
回
復
の
一
歩
へ
と

つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
。

（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ニ
ア
活
動
支
援
担
当
）

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
女
性
も
安
心
で
き
る
活
動
の
場

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
も
め
サ
ポ
ー
ト
（
横
浜
市
中
区
）

防火管理者の皆様へ 消防用設備等点検時には無償で点検推進指導員を派遣し
防火管理者の立会を支援いたします。

東海地震と地震予知　①

（財）神奈川県消防設備安全協会　ＴＥＬ　０４５－２０１－１９０８

　地震が予知できれば、多くの人的被害は未然に防ぐことができるの
で、多くの人たちから期待されています。日本には地震予知を制度化し
ている「大規模地震対策特別措置法」という法律が昭和53年に制定さ
れ、この法律に基づき、国内で唯一対象になっているのが「東海地震」
です。この法律によって、国は震度６弱以上又は津波３ｍ以上の大変な
被害が想定される地域を「地震防災対策強化地域」として、事前に指定
（本県県西部の８市11町指定）し対策を進めてきました。（次号に続く）

（執筆）神奈川県温泉地学研究所　杉原英和次長

発
行
日　

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）10
月
15
日　

毎
月
１
回
15
日
発
行　
　

発
行
所　

〒
221

－

０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
045

－

311

－

１
４
２
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
045

－

312

－

６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

鈴
木
和
夫　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

お客さんとのおしゃべりも楽しみの一つ

広
告

（かもめサポート　TEL／FAX045‒633‒2065 メール kamosapo@mbp.nifty.com）
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